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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 217,180 △0.4 16,196 △13.3 14,755 △13.8 8,305 △8.3

22年3月期第3四半期 218,139 △30.6 18,681 11.3 17,109 10.6 9,054 29.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 40.29 ―

22年3月期第3四半期 43.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 303,997 162,133 52.7 781.25
22年3月期 311,175 167,086 53.1 800.79

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  160,266百万円 22年3月期  165,277百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 282,000 △1.3 20,000 △5.1 17,800 △7.0 9,500 10.4 46.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
添付資料 ５ページ 「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」 をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、添付資料 ５ページ 「２．その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  210,383,202株 22年3月期  210,383,202株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  5,242,776株 22年3月期  3,989,448株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  206,136,368株 22年3月期3Q  206,588,847株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期における世界経済は、景気が緩やかな回復を続けておりますが、米国や欧州の失業率が引き続き高水準に

あるなど先行きは不透明な状況にあります。日本経済は、足踏み状態にありますが、一部に持ち直しに向けた動きが見ら

れます。 

このような状況下における当社グループの売上は、国内については、しょうゆが前年を若干下回る中、食品が堅調に推

移するとともに、飲料が豆乳飲料、デルモンテ飲料ともに好調に推移したことなどによって前年を上回りました。海外に

ついては、円高による為替換算の影響を受けましたが、現地通貨ベースでは、北米、欧州、アジア・オセアニア地域のい

ずれの地域においても増収となりました。 

利益面では、国内については、前年同期に棚卸資産の評価方法を変更した影響もあり減益となりました。海外について

は、円高による為替換算の影響を受けましたが、現地通貨ベースでは、円高での仕入コスト上昇による食料品卸売の減益

を、食料品製造・販売の増益が吸収し全体として増益となりました。 

その結果、当第３四半期の連結業績は次の通りとなりました。 
  

  

  
（注）当社は平成21年10月１日から持株会社制に移行しております。添付資料「１．当四半期の連結業績等に関する定性

的情報（１）連結経営成績に関する定性的情報」中の前年同四半期の数値については、当第３四半期との比較を可

能にするため、平成21年４月１日から持株会社制に移行し、新たな報告セグメントを採用したものとして組替えた

数値で表示しております。そのためサマリー情報及び添付資料「３．四半期連結財務諸表（２）四半期連結損益計

算書」中の前年同四半期の数値とは異なっております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

＜連結業績＞  (単位 百万円,％)

  前年同四半期 当第３四半期       

区 分 21年４月１日～  

21年12月31日 

22年４月１日～

22年12月31日 

対前年同四半期 為替差 為替差除 

  
金 額 売上比 金 額 売上比 金 額 ％ 

売上 

比差 
金 額 ％ 

売   上  高  218,170 100.0 217,180 100.0 △  990 99.5 － △6,656 5,666 102.6

営 業  利 益  18,712 8.6 16,196 7.5 △2,515 86.6 △1.1 △  747 △1,767 90.6

経  常 利 益  17,109 7.8 14,755 6.8 △2,353 86.2 △1.0 △  657 △1,696 90.1

四半期純利益  9,054 4.1 8,305 3.8 △  748 91.7 △0.3 △  437 △  311 96.6

US$ 93.73 86.86 △  6.87

EUR 132.69 113.49 △ 19.20

＜報告セグメント＞ (単位 百万円,％)

前年同四半期 当第３四半期       

区 分 21年４月１日～ 

21年12月31日 

22年４月１日～ 

22年12月31日 

対前年同四半期 為替差 為替差除 

  
金 額 売上比 金 額 売上比 金 額 ％ 

売上 

比差 
金 額 ％ 

国内 

食料品製造 

・販売 

売 上 高  118,602 100.0 118,191 100.0 △  411 99.7 － － △  411 99.7

営業利益  8,075 6.8 5,984 5.1 △2,091 74.1 △1.7 － △2,091 74.1

国内 

その他 

売 上 高  14,084 100.0 15,095 100.0 1,011 107.2 － － 1,011 107.2

営業利益  699 5.0 1,074 7.1 374 153.6 2.1 － 374 153.6

海外 

食料品製造 

・販売 

売 上 高  36,418 100.0 34,935 100.0 △1,483 95.9 － △2,686 1,203 103.3

営業利益  6,210 17.1 6,000 17.2 △  210 96.6 0.1 △  516 306 104.9

海外 

食料品卸売 

売 上 高  63,390 100.0 63,119 100.0 △  271 99.6 － △4,328 4,056 106.4

営業利益  3,339 5.3 2,945 4.7 △  393 88.2 △0.6 △  154 △  238 92.9

調整額 
売 上 高 △14,324 100.0 △14,161 100.0 163 － － 357 △  193 －

営業利益 386 － 191 － △  194 － － △  75 △  118 －

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

売 上 高  218,170 100.0 217,180 100.0 △  990 99.5 － △6,656 5,666 102.6

営業利益  18,712 8.6 16,196 7.5 △2,515 86.6 △1.1 △  747 △1,767 90.6

US$ 93.73 86.86 △  6.87

EUR 132.69 113.49 △ 19.20
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  各報告セグメントの状況は次の通りであります。 

  

【国内】  

国内における売上の概要は次の通りであります。 

  

（国内 食料品製造・販売事業） 

当事業は、しょうゆ部門、つゆ・たれ・デルモンテ調味料等の食品部門、豆乳飲料・デルモンテ飲料等の飲料部門、み

りん・ワイン等の酒類部門からなり、国内において当該商品の製造・販売を手がけております。各部門の売上の概要は次

の通りであります。 

■しょうゆ部門 

しょうゆは、家庭用分野では、前期に導入した「特選丸大豆しょうゆ」や「減塩しょうゆ」等の750ml容器や新商品の

「しぼりたて生しょうゆ」が順調に浸透し、ＴＶＣＭや店頭販促活動などにより需要喚起をいたしましたが、しょうゆ市

場縮小の影響を受け前年同期の売上を下回りました。加工・業務用分野では、加工用分野の新規開拓等の貢献もあり順調

に推移いたしましたが、部門全体として前年同期の売上を若干下回りました。 

  

■食品部門 

つゆ類は、家庭用分野では、主力商品である「本つゆ」や、新商品「蒸し鍋の素」等の貢献もあり堅調に推移し、加

工・業務用分野でも新規商品の採用等があり、つゆ類全体として前年同期の売上を上回りました。たれ類は、家庭用分野

では、主力商品である「わが家は焼肉屋さん」が「香味野菜たっぷり塩だれ」の貢献により堅調に推移し前年同期の売上

を上回ったものの、加工・業務用分野が厳しい市場環境の中で苦戦し、たれ類全体として前年同期並みの売上となりまし

た。「うちのごはん」は、積極的な商品開発・店頭販促活動により着実に支持層を広げ、前年同期の売上を大きく上回り

ました。デルモンテ調味料は、主力の家庭用トマトケチャップ等が苦戦しましたが、「洋ごはん☆つくろ」シリーズや業

務用トマトケチャップの貢献により前年同期の売上を上回りました。 

この結果、部門全体として前年同期の売上を上回りました。 

  

■飲料部門 

豆乳飲料は、調製豆乳が引き続き好調に推移したことに加え、豆乳飲料「プリン」や「おいしい無調整豆乳」リニュー

アルの貢献もあり、前年同期の売上を上回りました。デルモンテ飲料は、市場が回復基調にあるトマトジュース・野菜ジ

ュースともに堅調に推移したことに加え、積極的な店頭販促活動や新商品「フルーティトマト」の貢献もあり、デルモン

テ飲料全体として前年同期の売上を大きく上回りました。 

この結果、部門全体として前年同期の売上を上回りました。 

  

■酒類部門 

本みりんは、家庭用分野では、主力商品の「マンジョウ芳醇本みりん」をはじめとする１Ｌ容器が堅調に推移し前年同

期並みの売上を確保したことに加え、業務用分野が新規ユーザーの拡大により順調に推移したことにより、本みりん全体

として前年同期の売上を上回りました。国産ワインは、「醸造家のハウスワイン」等の「新生マンズワイン」商品群や調

理用ワインは順調に推移したものの、カジュアルワインの一部販売終了もあり前年同期の売上を下回りました。輸入ワイ

ンは、新規ブランドの導入や、積極的な販促活動により、前年同期の売上を確保いたしました。 

この結果、部門全体として前年同期の売上を下回りました。 

  

以上の結果、国内 食料品製造・販売事業の売上高は１，１８１億９千１百万円（前年同期比99.7％）と減収となりま

した。営業利益は、前年同期に棚卸資産の評価方法を変更した影響もあり、５９億８千４百万円（前年同期比74.1％）と

前年同期を下回りました。 

  

（国内 その他事業） 

当事業は、臨床診断薬・衛生検査薬・加工用酵素等、ヒアルロン酸等の化成品等の製造・販売、不動産賃貸、運送事業

及びグループ会社内の間接業務の提供等を行っております。 

臨床診断薬、衛生検査薬、加工用酵素ともに好調に推移し、前年同期の売上を大きく上回りました。ヒアルロン酸は、

医薬品・化粧品用途で苦戦いたしましたが、国内向け食品用途の需要が増加した結果順調に推移し、化成品等全体として

前年同期の売上を上回りました。また、運送事業は、売上が順調に推移いたしました。 

この結果、国内 その他事業の売上高は１５０億９千５百万円（前年同期比107.2％）、営業利益は１０億７千４百万円

（前年同期比153.6％）と、ともに前年同期を上回りました。  
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【海外】 

海外における売上の概要は次の通りであります。 

  

（海外 食料品製造・販売事業） 

当事業は、しょうゆ部門、デルモンテ部門、海外における健康食品等のその他食料品部門からなり、海外向けの輸出販

売及び海外において当該商品の製造・販売を手がけております。各部門の売上の概要は次の通りであります。 

  

■しょうゆ部門 

北米市場においては、家庭用分野では、主力商品であるしょうゆに加え、しょうゆをベースとした調味料を拡充するな

ど、当社のブランド力を生かした事業展開を行ってまいりました。また、加工・業務用分野では、顧客のニーズに合わせ

たきめ細かい対応を行ってまいりました。その結果、引き続き景気低迷の影響が残っているものの、家庭用、加工・業務

用の各分野において順調に推移し、現地通貨ベースでは前年同期の売上を上回りました。欧州市場においては、一部の市

場で景気低迷の影響がありましたが、ドイツ、フランス等主要国の需要が堅調だったことに加え、業務用分野が好調に推

移し、現地通貨ベースでは前年同期の売上を上回りました。アジア・オセアニア市場は、家庭用、業務用分野ともに売上

を伸ばし、前年同期の売上を上回りました。 

この結果、部門全体として為替換算の影響により、前年同期の売上を下回ったものの、現地通貨ベースでは前年同期の

売上を上回りました。 

  

■デルモンテ部門 

当部門は、アジア・オセアニア地域で、フルーツ缶詰・コーン缶詰、トマトケチャップ等を製造・販売しております。

主要市場である香港では前年同期並みの売上に留まりましたが、インドネシア、マレーシア等が好調に推移し、部門全

体として現地通貨ベースでは前年同期の売上を上回りました。 

  

■その他食料品部門 

当部門は、主に北米地域において、健康食品を製造・販売しております。 

景気低迷の影響が残るものの、米国の食品医薬品局が義務付けた製造管理及び品質管理の基準への対応を完了し積極的

に販売した結果、部門全体として現地通貨ベースでは前年同期の売上を上回りました。 

  

以上の結果、海外 食料品製造・販売事業の売上高は３４９億３千５百万円（前年同期比95.9％）、営業利益は６０億

円（前年同期比96.6％）と、ともに為替換算の影響により前年同期を下回りましたが、現地通貨ベースでは増収増益とな

りました。 

  

（海外 食料品卸売事業） 

当事業は、国内外において、東洋食品等を仕入れ、販売しております。 

円高により日本商品の輸入コスト上昇という厳しい状況が続いておりますが、北米市場においては順調に推移し、現地

通貨ベースでは前年同期の売上を上回りました。欧州市場においては、日本食ブームが引き続き拡大し、現地通貨ベース

では順調な伸びを示しております。アジア・オセアニア市場は、競争激化の影響で苦戦したものの回復傾向にあり、前年

同期の売上を上回りました。 

この結果、海外 食料品卸売事業の売上高は６３１億１千９百万円（前年同期比99.6％）、営業利益は２９億４千５百

万円（前年同期比88.2％）と為替換算の影響もあり前年同期を下回りました。現地通貨ベースでは増収であったものの、

円高による仕入コストの増加により減益となりました。 

  

以上の結果、当第３四半期の連結業績は、売上高は２，１７１億８千万円（前年同期比99.5％）、営業利益は１６１億

９千６百万円（前年同期比86.6％）、経常利益は１４７億５千５百万円（前年同期比86.2％）、当第３四半期純利益は８

３億５百万円（前年同期比91.7％）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

１．資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、３，０３９億９千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ７

１億７千８百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金、有形固定資産が減少したことによるものであり

ます。 

当第３四半期連結会計期間末における負債の部は、１，４１８億６千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ

２２億２千５百万円減少いたしました。これは主に、長期借入金が減少したことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部は、１，６２１億３千３百万円となり、前連結会計年度末に比

べ４９億５千３百万円減少いたしました。これは主に、利益剰余金が増加したものの、為替換算調整勘定が減少し

たことによるものであります。 
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２．キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、２０８億９千６百万円となりました。これは、前

連結会計年度末に比べ現金及び現金同等物が４１億４千７百万円減少したこと等によるものであります。 

当第３四半期連結累計期間における活動ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、１３０億９千７百万円の収入となり

ました。これは主に、税金等調整前四半期純利益を計上し、減価償却費を調整した結果、売上債権の増加、法人税

等の支払があったものの収入となったものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、９９億２千１百万円の支出となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、５３億７千５百万円の支出となりま

した。これは主に、配当金の支払、長期借入金の返済による支出があったことによるものであります。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績につきましては、最近の平成23年３月期第２四半期決算短信（平成22年11月４日発表）により開示

を行った業績予想から変更はありません。なお、業績等に影響を与える事業等のリスクについては、最近の有価証券

報告書（平成22年６月24日提出）により開示を行った内容から重要な変更はありません。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等の著しい変化が生じてお

らず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

ただし、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合

には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響

を加味したものを利用する方法によっております。 

②特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  
  
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準及び適用指針の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は128百万円減少しております。  

②持分法に関する会計基準及び持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

これによる当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,034 26,667

受取手形及び売掛金 46,065 41,596

有価証券 131 131

商品及び製品 18,442 19,777

仕掛品 8,462 9,267

原材料及び貯蔵品 3,291 3,187

繰延税金資産 4,431 4,266

その他 9,570 10,387

貸倒引当金 △314 △689

流動資産合計 112,115 114,590

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 41,049 39,209

機械装置及び運搬具（純額） 33,919 32,288

土地 15,768 16,059

リース資産（純額） 298 242

建設仮勘定 1,913 7,695

その他（純額） 2,333 2,459

有形固定資産合計 95,282 97,955

無形固定資産   

のれん 26,130 27,414

その他 2,401 2,255

無形固定資産合計 28,532 29,669

投資その他の資産   

投資有価証券 53,593 54,542

長期貸付金 2,463 2,891

繰延税金資産 3,899 3,028

その他 11,502 11,243

貸倒引当金 △3,392 △2,746

投資その他の資産合計 68,066 68,959

固定資産合計 191,881 196,584

資産合計 303,997 311,175
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,143 14,507

短期借入金 11,055 9,962

リース債務 96 148

未払金 11,700 12,710

未払法人税等 2,346 2,316

賞与引当金 702 2,190

役員賞与引当金 57 77

その他 5,163 3,943

流動負債合計 46,267 45,858

固定負債   

社債 60,000 60,000

長期借入金 19,534 21,950

リース債務 130 143

繰延税金負債 3,426 3,399

退職給付引当金 3,531 4,017

役員退職慰労引当金 1,084 1,142

環境対策引当金 329 319

投資損失引当金 320 －

その他 7,238 7,257

固定負債合計 95,596 98,230

負債合計 141,863 144,089

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,599 11,599

資本剰余金 21,211 21,212

利益剰余金 156,765 151,579

自己株式 △5,199 △4,066

株主資本合計 184,376 180,324

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △506 536

繰延ヘッジ損益 △30 27

為替換算調整勘定 △22,807 △14,816

在外子会社の年金会計に係る未積立債務 △765 △793

評価・換算差額等合計 △24,110 △15,046

新株予約権 179 185

少数株主持分 1,687 1,623

純資産合計 162,133 167,086

負債純資産合計 303,997 311,175
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 218,139 217,180

売上原価 125,700 127,333

売上総利益 92,438 89,847

販売費及び一般管理費 73,757 73,650

営業利益 18,681 16,196

営業外収益   

受取利息 99 145

受取配当金 430 510

持分法による投資利益 437 469

受取賃貸料 476 432

為替差益 － 1,024

その他 863 806

営業外収益合計 2,307 3,390

営業外費用   

支払利息 1,168 1,101

その他 2,710 3,729

営業外費用合計 3,878 4,830

経常利益 17,109 14,755

特別利益   

有形固定資産売却益 37 609

投資有価証券売却益 2 166

投資有価証券清算分配金 4 －

退職給付引当金取崩益 106 －

その他 － 30

特別利益合計 150 807

特別損失   

固定資産減損損失 869 －

固定資産除却損 526 474

投資有価証券評価損 424 227

ゴルフ会員権評価損 43 11

投資損失引当金繰入額 － 320

退職特別加算金 － 377

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 128

上海万博出展費用 － 432

関係会社社名変更費用 63 －

持株会社制移行費用 445 －

その他 － 192

特別損失合計 2,373 2,163

税金等調整前四半期純利益 14,887 13,399

法人税等 5,761 5,015

少数株主損益調整前四半期純利益 － 8,383

少数株主利益 72 78

四半期純利益 9,054 8,305
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 14,887 13,399

減価償却費 9,045 8,920

固定資産減損損失 869 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 316 △549

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △204 △58

受取利息及び受取配当金 △530 △667

支払利息 1,168 1,101

持分法による投資損益（△は益） △437 △469

有形固定資産売却損益（△は益） △78 △617

投資有価証券売却損益（△は益） △2 △166

有形固定資産除却損 697 566

投資有価証券評価損益（△は益） 424 227

売上債権の増減額（△は増加） △7,542 △7,007

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,919 161

仕入債務の増減額（△は減少） 1,870 1,834

その他 522 1,164

小計 18,086 17,838

利息及び配当金の受取額 839 1,002

利息の支払額 △1,304 △1,221

法人税等の支払額 △9,221 △4,522

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,401 13,097

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,517 △9,501

有形固定資産の売却による収入 103 660

無形固定資産の取得による支出 △605 △641

投資有価証券の取得による支出 △1,498 △1,306

投資有価証券の売却による収入 62 202

貸付けによる支出 △804 △161

貸付金の回収による収入 2,522 403

その他 △138 423

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,875 △9,921

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,395 1,211

長期借入金の返済による支出 △2,287 △2,209

自己株式の取得による支出 △225 △1,142

配当金の支払額 △3,105 △3,101

少数株主への配当金の支払額 △8 △9

その他 △102 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,333 △5,375

現金及び現金同等物に係る換算差額 △356 △1,947

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,164 △4,147

現金及び現金同等物の期首残高 27,783 25,008

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

－ 35

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,619 20,896

キッコーマン㈱（2801）平成23年３月期 第３四半期決算短信

- 9 -



該当事項はありません。  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであります。 

当社は、持株会社として主に、グループ戦略の立案、事業会社の統括管理を行なっており、その下で、国内は

事業会社を食料品の製造及び販売を主とする事業とそれ以外に区分し、海外は持株会社の海外管理部門が事業会

社を食料品製造・販売事業と東洋食品の卸売を行なう事業に区分し管理しております。 

したがって、当社グループは、国内、海外の地域と事業の種類が複合された報告セグメントから構成されてお

り、「国内 食料品製造・販売事業」、「国内 その他事業」、「海外 食料品製造・販売事業」及び「海外 

食料品卸売事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「国内 食料品製造・販売事業」は、国内においてしょうゆ、食品、飲料、酒類の製造・販売を行なっており

ます。「国内 その他事業」は、医薬品、化成品等の製造・販売、不動産賃貸、運送事業及び間接業務の提供等

を行なっております。「海外 食料品製造・販売事業」は、海外においてしょうゆ、デルモンテ製品、健康食品

等の製造・販売を行い、また、海外向けの輸出販売を行なっております。「海外 食料品卸売事業」は、国内外

において、東洋食品等を仕入れ、販売しております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．セグメント利益の調整額191百万円は、主に全社費用配賦差額であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

当第３四半期連結累計期間 (自平成22年４月１日 至平成22年12月31日)     （単位 百万円） 

  報告セグメント   
  

調整額 
  

(注)１  

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２  

  国内  
食料品製 
造・販売 

国内 
その他 

  

海外  
食料品製 
造・販売 

海外  
食料品 
卸売 

計 

売 上 高     

外部顧客に対する売上高  117,402 6,294 30,589 62,893  217,180 － 217,180

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 788 8,800 4,345 225  14,161  (14,161) －

計  118,191 15,095 34,935 63,119  231,341  (14,161) 217,180

セグメント利益  5,984 1,074 6,000 2,945  16,004  191 16,196

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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